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下位方言について, 華侃・龍博甲  (1993), 格桑居冕・格桑央京  (2002), 華侃 (主
編) (2002), 周毛草 (2003), Haller (2004) などがいくつかの親族名称を収集しているが, アム
ド方言の親族名称に関する網羅的な記述は未見である.  
本稿では, 親族名称を体系的に記述し, それぞれの語彙について, 言及語と呼びかけ語の
どちらで用いるか, エゴの性別によって各名称が異なるか否かについても調査した. さら
に, 親族名称が親族を指す場合だけでなく, 親族以外の人について述べるのに用いる場合 
(親族名称の転用) についても言及した. 以下に示す内容は, 海老原 (2008) の内容の一部に
加筆・訂正を加えたものである.  
 以下では, §2「チベット語アムド方言について」, §3「調査協力者」, §4「チベット語の親
族名称・親族組織に関する先行研究」, §5「本稿で用いる用語」について説明をした後で, §6





る. 類型的には膠着的な特徴をもち, SV, AOV語順を基本語順とする. 中国国内のチベット
語方言は, (i) 中央方言 (Central Dialects), (ii) カム方言 (Khams Dialects), そして, (iii) アム
ド方言 (Amdo Dialects) にわかれる (西 1986). 中央 (中央チベット), カム (東チベット), 
アムド (東北チベット) というこの方言区分は, チベット族の伝統的な地域区分1や, 中国国
内の研究者による見解とも一致している. アムド方言は声調がなく, 子音連続が豊富であ
るのが特徴である.  
アムド方言の使用人口は, 複数の報告の間で数値が異なる. 瞿靄堂 (1996: 114), SIL 
Ethnologue (http://www.ethnologue.com/show_language.asp?code=adx,  閲覧日: 2007/02/13) は, 
80万人程度であると推定している. 南嘉才譲 (1997: 65) によると, アムド方言話者は, 中国
国内では113万人強おり, 中国国内のチベット語使用人口の33%ほどを占めるという. 
                                                   
1 チベット語では, chol kha gsum 「(チベットの) 3地域」と呼ばれる. 斜体は, チベット文字のローマ字
転写表記 (Wylie 1959) であることを示す.  
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アムド方言は, 中国の西北部にあたる, 青海省の全域 (青海省南部の玉樹地区を除く) と, 
甘粛省南部の甘南チベット族自治州と同省の北東部に位置する天祝県, 四川省の一部で主
に話されている. 本稿は, そのうちの, 青海省共和県で話されるアムド方言を扱う (図1を
参照).  
 




名 (ロチ・ジャンツォ氏: 1936年生, アラック・ジャイ氏: 1946年生), 女性1名 (ドゥグモツ






チベット語の親族名称, および, 親族組織に関する研究は, Benedict (1941), 川喜田 (1966), 
黒田 (1976), 合田 (1987), 包智明 (1992), 長野 (1993) などがある. 本稿ではこれらの研究
を参考にしつつ, 共和県におけるアムド方言の親族名称について記述する.  
Benedict (1941: 314) は, チベット語文献中の親族名称について, a (’a) ではじまるものや, 
sex modifiers (性を表す要素) を伴ったものが多いと述べている. これら2つの傾向は, チベ
ット文語, および, チベット語の口語諸方言2 (アムド方言も含む) にもあてはまる特徴で
ある. 以下に, この2点 (§4.1 aではじまる親族名称, §4.2 sex modifiers (性を表す要素) を伴
った親族名称) についてまとめる.  
 
                                                   
2 これらの特徴は, 中央チベットのラサ下位方言 (通常は単に「ラサ方言」と呼ばれる) をはじめとし, 
アムド方言 (華侃・龍博甲 1993, 格桑居冕・格桑央京 2002, 華侃 (主編) 2002, 周毛草 2003, Haller 2004), 
カム方言 (Häsler 1999, 格桑居冕・格桑央京 2002, Bartee 2007) など多くの方言でみられる.  
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4.1 a ではじまる親族名称 
a ではじまる親族名称はチベット語のみならず, チベット・ビルマ語派に属する言語に広
くみられる特徴であり, Matisoff (2003: 105) はProto-Tibeto-Burmanのprefixである *a- or *ʔa- 
について ‘The prefix appears throughout TB3 with kinship terms’と述べている.  
筆者の調査結果においても, abə, amȵi「祖父」, aji「祖母」, adʑa, awa「父」, ama「母」, awo
「兄」, atɕi「姉」, akʰə「父の兄弟」, aʑaŋ「母の兄弟」, ani「父母の姉妹」など, アムド方
言の主要な親族名称のほとんどは a ではじまっている4. Benedict (1941: 314) のようにこれ
らの a を接頭辞として分析する可能性もある. ただし, アムド方言の中では a に後続する
要素は単独では使用できない場合が多いため, 本稿では a を接頭辞とは解釈せず, 全体で
一語と考える.   
 
4.2 sex modifiers (性を表す要素) を伴った親族名称 
sex modifiers (性を表す要素) として, Benedict (1941: 314) は, 男性の場合には -po, -bo, 
-pho, -pa, 女性の場合には -mo, -ma などの例をあげている.  
アムド方言では, 男性には po (gepo「夫」), 女性には mo (gemo「妻」, nəmo「(女性から
みた) 妹」, ʂaŋmo「(男性からみた) 妹」, ɕimo, womo「娘」5, tsʰamo「孫娘」, ʂəmo「兄嫁」), 
ma (ama「母」, nama「嫁」) がみられる. これらの要素もBenedict (1941: 314) のように接尾
辞として分析する可能性もある. ただし, アムド方言の中ではsex modifiers (性を表す要素) 
が後続する要素は単独では使用できない場合が多いため, 本稿ではsex modifiers (性を表す
要素) を接尾辞とは解釈せず, 全体で一語と考える.   
 
5 本稿で用いる用語 
親族名称には, 話し相手に直接呼びかける際に用いる「呼びかけ語」 (terms of address) と, 
その人のことについて言及する際に用いる「言及語」 (terms of reference) の2種類がある.
「言及語」 (terms of reference) は R, 「呼びかけ語」 (terms of address) は A と略すこと
がある. 本稿でも, この「呼びかけ語」と「言及語」の2種類を区別して論じる. 「呼びかけ
語」については, §7でまとめを行う. §8では, 親族名称の転用について述べる.  
本稿の親族関係図の中では, Foley (1997: 132, 135) に従い, 以下に示す記号, 略号を用い
る.  
                                                   
3 筆者註: Tibeto-Burman「チベット・ビルマ語派」の略.  
4 敏生智 (1989: 79) は, 漢語青海方言にも a (「阿」) ではじまる親族名称が多いことに言及し, アムド
方言との言語接触の結果ではないかと述べている. この推測が正しければ, アムド方言以外のその他の TB
諸言語と接触した漢語にも漢語青海方言と同様の現象がみられる可能性があるが, その点については敏生
智 (1989) は触れていない.  
5 ɕimo と womo の意味的な違いはないようである. 
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△    男性 
○    女性 
=    婚姻関係 
｜    親子関係 
―    兄弟関係 
F   父 
M   母 
B   兄弟 
Z   姉妹 
W   妻 
H   夫 
S   息子 
D   娘 
E   年上の 
Y   年下の 
 
アムド方言の親族名称の多くは, エゴ (EGO) が男性であっても女性であっても, 名称が
同じである. ただし, 妹 (YZ), 弟 (YB) を表す名称では, エゴ (EGO) の男女差によって名
称が異なる. この場合には, エゴ (EGO) が男性の場合には「EGO=△」 ,  エゴ (EGO) が
女 性 の場 合 には「EGO=○」と記 す .   
 
6 各親族名称 
以下に, 各親族名称を, §6.1「父母 (F, M) および祖父母 (FF, FM, MF, MM)」, §6.2「兄弟
姉妹 (YB, YZ, EB, EZ)」, §6.3「父母の兄弟 (FB, MB), 父母の姉妹 (FZ, MZ)」, §6.4「配偶
者 (H, W), 子供 (S, D), 子供の配偶者 (SW, DH), 孫 (SS, SD, DS, DD)」, §6.5「兄弟姉妹の
配偶者 (YBW, YZH, EBW, EZH)」, §6.6「甥姪 (BS, BD, ZS, ZD)」の順で述べる.  
 
6.1 父母 (F, M) および祖父母 (FF, FM, MF, MM) 
父母 (F, M) および祖父母 (FF, FM, MF, MM) の名称はエゴ (EGO) の性別によって異な














図 2 父母 (F, M) および祖父母 (FF, FM, MF, MM) 
 
 
 △    ○      △     ○  
FF     FM  MF    MM 
       abə ,  amȵ i  = aji    abə ,  amȵ i  = a ji    
         (R, A)   (R, A)   (R, A)  (R,  A)  
   △              ○  
F         M  
  adʑa  (R, A)  =    ama  (R, A)  
  awa  (R)    
    EGO 
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6.1.1 父母 (F, M) 
父 (F) は, awa, adʑaという2つの名称がある. このうち, awaという名称はロチ・ジャンツ
ォ氏のみにみられる. 他の2人 (アラック・ジャイ氏とドゥグモツォ氏) は, awaを使用しな
いという. ロチ・ジャンツォ氏によると, awaは, 言及語のみで用い, 呼びかけ語では, adʑa
を用いるという. このawaという語彙は, ロチ・ジャンツォ氏によると, 牧民に特有の表現で
あるという. adʑaは, 言及語, 呼びかけ語どちらにも用いる.  
母  (M) は , 言及語 , 呼びかけ語ともに, amaという名称を用いる . 父母をまとめて , 
ha+ma (父+母)「父母」という言い方もできる. ha+ma「父母」は言及語のみで用いる. ha+ma
のhaは「父」, maは「母」という意味である. ただし, ha, maは単独ではほとんど用いないよ
うである.  
ロチ・ジャンツォ氏によると, エゴ (EGO) が養子に入った場合, 「継父」をha+hjer (父
+貸す/借りる), 継母をma+hjer (母+貸す/借りる) と呼ぶ. hjerとは「貸す」と「借りる」ど
ちらの意味も表す動詞である. ロチ・ジャンツォ氏によると, ha+hjer (父+貸す/借りる)「継
父」, ma+hjer (母+貸す/借りる)「継母」という名称は言及語のみで用い, 呼びかけ語では
用いないという. 呼びかけ語には, 実父, 実母と同様の名称 (adʑa「父」, ama「母」) を用い
る.  
 
6.1.2 祖父母 (FF, FM, MF, MM) 
祖父 (FF, MF) はabə, amȵi, 祖母 (FM, MM) はajiと呼ぶ. FF「父方の祖父」とMF「母方
の祖父」, および, FM「父方の祖母」, MM「母方の祖母」の呼びわけはしない. これらの名
称は, 言及語, 呼びかけ語ともに用いる. amȵiは, ロチ・ジャンツォ氏のみにみられる. ロ
チ・ジャンツォ氏によると, amȵiは牧民に特有の語彙であるという.  
ロチ・ジャンツォ氏によると, 曾祖父, 曾祖母については, 通常は生存していないため, 
親族名称を使用することはほとんどないという. ただし, 曾祖父を呼ぶとすれば jaŋȵi「曾
祖父」という名称があるという. この名称は, 言及語のみで用いる. 呼びかけ語では, abə 
tɕʰia (おじいさん 大きい) 「大きいおじいさん」または, amȵi tɕʰia (おじいさん 大きい) 「大
きいおじいさん」と呼ぶ. 曾祖母については, 言及語, 呼びかけ語ともに, 特別な名称がな
いようである. 呼ぶとすれば, aji=ki ama (おばあさん=GEN 母) 「おばあさんのお母さん」, 
abə=ki ama (おじいさん=GEN 母) 「おじいさんのお母さん」などという分析的な表現を
用いるという.  
 
6.2 兄弟姉妹 (YB, YZ, EB, EZ) 
エゴ (EGO) 自身の兄弟姉妹を指す名称と, いとこ (平行いとこ, 交叉いとこ6両方) を指
す名称はほぼ同じである. いとこの性別や, エゴ (EGO) より年齢が上か下かによって, 兄
                                                   
6 「平行いとこ」(parallel-cousin) とは, 父母と同じ性の兄弟姉妹の子, すなわち, 父の兄弟, および, 母の
姉妹の子を指す. 「交叉いとこ」(cross-cousin) とは, 父母と反対の性の兄弟姉妹の子, すなわち, 父の姉妹, 
および, 母の兄弟の子を指す.  
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弟姉妹 (YB, YZ, EB, EZ) を呼びわける. ただし, ロチ・ジャンツォ氏によると, 「兄」(EB) 
を指すfəgenだけは実兄にしか用いないという.  
YB, YZを指す親族名称のみは, エゴ (EGO) が男性か女性かによって, 名称に差が出る. 
EB, EZを指す親族名称は, 言及語と呼びかけ語が同じである. YB, YZを指す親族名称は, 
言及語でのみ用いる. 呼びかける際には名前または愛称で呼ぶ.  
以下では, §6.2.1「弟 (YB)」, §6.2.2「妹 (YZ)」, §6.2.3「兄 (EB)」, §6.2.4「姉 (EZ)」, §6.2.5











図 3 兄弟姉妹 (YB, YZ, EB, EZ) 
 
6.2.1 弟 (YB) 
YBは, エゴ (EGO) が男性か女性かによって, 名称に差が出る. エゴ (EGO) が女性の場
合はȵoŋwo, エゴ (EGO) が男性の場合にはnuと呼ぶ. これらはともに言及語としてのみ用
いる. 呼びかけ語には用いず, 呼びかける際には名前または愛称で呼ぶ.  
 
6.2.2 妹 (YZ) 
YBと同様, YZに関しても, エゴ (EGO) が男性か女性かによって, 名称が異なる. エゴ 




6.2.3 兄 (EB) 
兄は, awo, fəgenという名称がある. fəgenはロチ・ジャンツォ氏のみにみられる. ロチ・ジ
ャンツォ氏によるとfəgenは牧民に特有の語彙であるという. awoは言及語, 呼びかけ語とも
に用いる. fəgenは, 言及語のみで用いる. 呼びかけでは, awoを単独で用いることも可能であ
るが, awoの後に名前 (の一部) を続けて呼ぶことも可能である. 例えば, awo xaden (兄 




△      ○        EGO       △         ○ 
 YB  YZ   EB EZ 
ȵoŋwo (EGO=○)  nəmo (EGO=○)   awo       a tɕi   
(R)  (R)  (R, A)     (R, A)  
nu (EGO=△)   ʂaŋmo (EGO=△)  fəgen 
(R)  (R)                 (R) 
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6.2.4 姉 (EZ) 
言及語, 呼びかけ語ともに, atɕiという名称を用いる. 呼びかけには, atɕiを単独で用いるこ
とも可能であるが, atɕiの後に名前 (の一部) を続けて呼ぶことも可能である. 例えば, atɕi 
jeklo (姉 PSN) 「イェクロ姉さん」などと呼ぶ.  
 
6.2.5 兄弟姉妹, いとこ (平行いとこ, 交叉いとこ両方) の総称 
兄弟姉妹, さらに, いとこ (平行いとこ, 交叉いとこ両方) についても, 年齢に応じて, 上
述の兄弟姉妹と同じ名称を用いる (ただしfəgen「兄」を除く. fəgenは実兄のみに用いる).  
さらに, 兄弟姉妹といとこ (平行いとこ, 交叉いとこ両方) を包括する名称として, sʰənと
いう語彙がある.  
sʰənのうち, 特にFBS, FBD「父の兄弟の子供」はha+sʰən (父+いとこ) という. MZS, MZD
「母の姉妹の子供」はma+sʰən (母+いとこ) という. すなわち, ha+sʰən, ma+sʰənとは「平
行いとこ」にあたる. FZS, FZD「父の姉妹の子供」, あるいは, MBS, MBD「母の兄弟の子供」
はha+sʰən ma+sʰənという. これは, すなわち, 「交叉いとこ」にあたる.  
ロチ・ジャンツォ氏によると, ma+sʰən同士, ha+sʰən同士の婚姻7 (「平行いとこ婚」) は
敬遠される. 特に, ha+sʰən同士の結婚は敬遠される. ha+sʰən ma+sʰənの関係にあれば婚姻
は許されるという (「交叉いとこ婚」). この背景には, 近親婚を禁忌する考えがあるものと
思われる.  
 
6.3 父母の兄弟 (FB, MB), 父母の姉妹 (FZ, MZ) 
父母の兄弟 (FB, MB), 父母の姉妹 (FZ, MZ) の名称の間には, 非対称性がみられる. 父
の兄弟 (FB) と母の兄弟 (MB) は名称が異なるが, 父の姉妹 (FZ) 母の姉妹 (MZ) はとも
に同じ名称 (ani) で呼ぶ. 「父母の兄弟」の名称は, FBがakʰə「父の兄弟」, MBがaʑaŋ「母
の兄弟」である. 
akʰə (FB)「父の兄弟」, aʑaŋ (MB)「母の兄弟」, ani (FZ, MZ)「父母の姉妹」はともに言及
語, 呼びかけ語どちらにも用いる. 父母の兄弟 (FB, MB), 父母の姉妹 (FZ, MZ) が父母 (F, 
M) より年上であるか年下であるかによっては名称がかわらない. これらの名称はエゴ 
(EGO) の性別によって異ならない. 
以下, §6.3.1「父母の兄弟 (FB, MB)」, §6.3.2「父母の姉妹 (FZ, MZ)」について述べる.  
                                                   
7 筆者の調査した地域のチベット族の結婚の形態は, 現在では一夫一婦婚である. ただし, 解放前 
(1949年以前) には, 一妻多夫婚や, その他の形態 (一夫多妻, 多夫多妻婚) も行われていたようである. チ
ベット族の一妻多夫婚は, 非常に特色のある風俗として, 研究者の注目を集めてきた. チベットにおける
一妻多夫婚については大川 (2007) がその研究史をまとめている.  
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図 4 父母の兄弟 (FB, MB), 父母の姉妹 (FZ, MZ) 
 
6.3.1 父母の兄弟 (FB, MB) 
父の兄弟 (YB) と母の兄弟 (MB) は名称が異なる. YBをakʰə, MBをaʑaŋ8と呼ぶ. akʰəと
aʑaŋはともに, 言及語と呼びかけ語の両方で用いる. 呼びかけの場合, akʰə, aʑaŋそれぞれの
名称を単独でも用いるが, akʰə, aʑaŋの後に名前 (の一部) を後続して用いることもある.  
伝統的に, akʰə「父の兄弟」 (FB) は, 「骨の持ち主」 (rippa=kə dokko: 骨=GEN 持ち主), 
aʑaŋ「母の兄弟」(MB) は「肉の持ち主」 (ça=kə dokko: 肉=GEN 持ち主) と考えられて
いる. アムド地方のみならず, チベットでは, 父系は「骨」 (rippa) を継承していると考え, 
母系は「肉」 (ça) を継承していると考える. チベット族の「骨と肉」 (「肉」ではなく, 「血」
という場合もあるという) の継承の考え方については, 川喜田 (1966), スタン (1971: 89), 
黒田 (1976: 134-135) などにも言及がある.   
 
6.3.2 父母の姉妹 (FZ, MZ) 
FZとMZはaniと呼ぶ. 言及語, 呼びかけ語ともに用いる. 呼びかけの場合, aniを単独でも
用いるが, aniの後に名前 (の一部) を後続して用いることもある. 例えば, ani nɖəkmo (おば
さん PSN) 「ドゥグモおばさん」などがその例である.  
 
6.4 配偶者(H, W), 子供(S, D), 子供の配偶者(DH, SW), 孫(SS, SD, DS, DD) 
以下, §6.4.1「配偶者 (H, W)」, §6.4.2「子供 (S, D)」, §6.4.3「子供の配偶者 (DH, SW)」, §6.4.4
「孫 (SS, SD, DS, DD)」の順で述べる.  
配偶者 (H, W) はエゴ (EGO) の性別によって名称が異なるが, 子供の配偶者 (DH, SW), 
孫 (SS, SD, DS, DD) は, エゴ (EGO) の性別によっては名称が異ならない. 
 
                                                   
8 長野 (1993) は文献や現地調査の結果などを用い, チベット語の「母方のオジ」を表す語彙の歴史的な
来源について考察している. 詳細は同論文を参照していただきたい.  
 
△    △     ○     ○    △ ○    △    △     ○     ○ 
FYB  FEB   FYZ   FEZ F＝M   MYB  MEB   MYZ  MEZ   
akʰə  akʰə   ani    ani           aʑaŋ    aʑaŋ    ani   ani 
(R, A) (R, A)  (R, A)  (R, A) (R, A) (R, A) (R, A)  (R, A) 
   EGO 
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図 5 配偶者 (H, W), 子供 (S, D), 子供の配偶者 (SW, DH), 孫 (SS, SD, DS, DD) 
 
6.4.1 配偶者 (H, W) 
配偶者 (H, W) の名称は, エゴ (EGO) が女性の場合には, H「夫」をgepo, hohtɕiと呼ぶ. エ
ゴ (EGO) が男性の場合には, W「妻」をgemo, wəȵeと呼ぶ. どちらもともに言及語のみに用
いる. wəȵeには「妻」の他に「女性」という意味もある.  
これらの親族名称の他に, 3人称代名詞単数形を配偶者 (H, W) の言及語として用いるこ
とがある. エゴ (EGO) が女性の場合には, H「夫」をkʰərga (またはkʰəga) 「彼」と呼び, エ
ゴ (EGO) が男性の場合には, W「妻」をmərga (またはməga) 「彼女」と呼ぶ. これらの3人
称代名詞単数形は呼びかけ語には用いない.  
配偶者 (H, W) の呼びかけ語には名前または愛称を用いる.  
エゴ (EGO) の配偶者の親族について述べる場合には, それらの名称はエゴ (EGO) 自身
の親族を指す名称と同じである. 図5ではこれらは省略する.  
 
6.4.2 子供 (S, D) 
息子はɕilə, 娘はɕimoまたはwomoという . 子供を年齢によって呼びわける場合には , 
tɕʰiwo「大きいもの」, nɖaŋŋawo「真ん中のもの」, tɕʰoŋwo「小さいもの」という要素を後
続して, ɕilə tɕʰiwo (息子 大きいもの) 「大きい息子」, ɕilə nɖaŋŋawo (息子 真ん中のもの) 「真
ん中の息子」, ɕilə tɕʰoŋwo (息子 小さいもの) 「小さい息子」と呼ぶこともある. 娘の場合
も同様である. 4人以上の子供を呼びわける場合には, ɕilə tɕʰiwo (息子 大きいもの) 「大きい
息子」, ɕilə hȵiwamo (息子 2番目のもの) 「2番目の息子」, ɕilə səmbamo (息子 3番目のもの)
       EGO = H/W 
    △= gepo, hohtɕi  (R) 
    ○=gemo, wəȵe  (R) 
 
○  = △    ○ =  △   
   SW   S  D    DH 
nama   ɕi lə  ɕimo  mokkwa 
(R, A)  (R, A) womo  (R) 
(R, A) 
                        
△    ○     △      ○  
  SS    SD   DS    DD 
             tsʰu  tsʰamo  tsʰu tsʰamo 
(R)    (R)   (R)    (R) 
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「3番目の息子」, ɕilə ʑəwamo (息子 4番目のもの)「4番目の息子」のように, tɕʰiwo「大きい
もの」や序数詞を用いて呼びわける.  
ɕiləには「息子」の他に「男性, 男の子」という意味もある. ɕimo, womoには「娘」の他に
「女性, 女の子」という意味もある. ɕilə「息子」, womo, ɕimo「娘」は, 言及語, 呼びかけ語
ともに用いる. ただし, 呼びかけ語の場合には, 名前または愛称で呼ぶこともある.  
 
6.4.3 子供の配偶者 (DH, SW) 
娘の配偶者 (DH) はmokkwa「婿」, 息子の配偶者 (SW) はnama「嫁」と呼ぶ. このmokkwa
「婿」, nama「嫁」という名称は, 婿入りしたか嫁入りしたかというような結婚形態上の「婿」, 
「娘」9という意味でも使うことがある. しかし, そのような意味ではなく, 単に子供の配偶
者を指示する名称としても用いる.  
mokkwa「婿」は, 言及語のみで用いる. 呼びかけ語では名前または愛称を用いる.  
nama「嫁」は, 言及語, 呼びかけ語ともに用いる. 家庭内に嫁が数人いれば, nama tɕʰiwo 
(嫁 大きい) 「大きい方の嫁」, nama tɕʰoŋwo (嫁 小さい) 「小さい方の嫁」と呼びわける. 呼
びかけ語は, 名前または愛称で呼ぶこともある.  
 
6.4.4 孫 (SS, SD, DS, DD) 
男の孫 (SS, DS) をtsʰu, 女の孫 (SD, DD) をtsʰamoと呼ぶ. これは, 甥, 姪を表す名称 
(§6.5.2「甥・姪 (BS, BD, ZS, ZD)」で述べる) と同様である. これらの名称は言及語のみに
用いる. 呼びかけ語には名前または愛称を用いる.  
 
6.5 兄弟姉妹の配偶者 (YBW, YZH, EBW, EZH), 甥姪 (BS, BD, ZS, ZD) 
以下に, §6.5.1「兄弟の配偶者 (YBW, YZH, EBW, EZH)」, §6.5.2「甥姪 (BS, BD, ZS, ZD)」
の順で述べる.  









図 6 兄弟姉妹の配偶者 (YBW, YZH, EBW, EZH) 
                                                   
9 筆者の調査した地域のチベット族の結婚の形態には, 嫁に行く場合と婿に行く場合がある. 嫁に行く
場合, 多くの場合は, 夫の実家に住む (夫方居住). 婿の場合は, 多くの場合, 妻の実家に住む (妻方居住). 
どちらの実家にも住まず, 独立して世帯を構える場合 (新居居住) もある.  
 
 
○ = △      △ = ○        EGO       △ = ○     ○ = △  
YBW  YB   YZH   YZ               EB  EBW   EZ  EZH  
nama       mokkwa                      ʂəmo       awo     
(R, A)        (R)                        (R, A)      (R, A)  
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6.5.1 兄弟の配偶者 (YBW, YZH, EBW, EZH) 
弟の配偶者 (YBW) はnamaと呼ぶ. これは「嫁」(SW) を表す語彙と同じである. 言及語, 
呼びかけ語ともに用いる.  
妹の配偶者 (YZH) は, mokkwaと呼ぶ. 言及語のみで用いる. これは, 娘の配偶者 (DH) 
にも用いる名称である. 呼びかけには名前または愛称を用いる. 
兄の配偶者 (EBW) はʂəmoと呼ぶ. 言及語, 呼びかけ語の両方で用いる.  
姉の配偶者 (EZH) は, 言及語, 呼びかけ語ともに, awoと呼ぶ. これは エゴ (EGO) の兄 
(EB) を表す名称と同様である.  
 
6.5.2 甥・姪 (BS, BD, ZS, ZD) 
兄弟姉妹の子供 (BS, BD, ZS, ZD) は, 甥 (BS, ZS) では全てtsʰu, 姪 (BD, ZD) は全て
tsʰamoである. これは, 孫 (§6.4.4「孫 (SS, SD, DS, DD)」) を表す名称と同じである. tsʰu, 




年上には, 親族名称, または, 親族名称に名前 (の一部) を続けて呼ぶ. 一方, 年下には親
族名称は用いず, 名前または愛称で呼ぶことが多い. これは日本語の親族名称にもみられ
る特徴である. ただし, アムド方言では, ɕilə「息子」, ɕimo, womo「娘」, nama「嫁」のみは, 
呼びかけ語としても用いることができる.  
adʑa「父」, および, ama「母」は, 固有名詞をつけずに単独で呼びかけ語として用いる. お
そらく, 父母は, 通常は1人ずつしか存在しないものなので, 固有名詞によって呼びわける
必要がないためであると思われる.  
awo「兄」, atɕi「姉」, akʰə「父の兄弟」, aʑaŋ「母の兄弟」, ani「父母の姉妹」について
は, 親族名称を単独でも用いるが, 親族名称の後に名前 (の一部) を続けて呼ぶことが多い. 
例えば, akʰə hloʈi (父の兄弟 PSN) 「ロチおじさん」, awo xaden (兄 PSN) 「ホワデン兄さん」, 
atɕi zəkɖon (姉 PSN) 「ズクヂォン姉さん」などがその例である. Greenberg (1966: 89-90) は, 
proper noun「固有名詞」とcommon noun「普通名詞」の語順について, 以下に示す普遍的傾
向を示している. Universal 23では, 同格関係において, 固有名詞が通常, 普通名詞に先行す
る場合には, 名詞が属格に先行する言語であり, 逆に, 普通名詞が通常, 固有名詞に先行す
る場合には, 属格が名詞に先行すると述べている.  
 
Universal 23. If in apposition the proper noun usually precedes the common noun, then the 
language is one in which the governing noun precedes its dependent genitive. With much better than 
chance frequency, if the common noun usually precedes the proper noun, the dependent genitive 
precedes its governing noun. 
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アムド方言においては, 同格の関係では, 普通名詞が固有名詞に先行する. しかし, 属格







親族名称を転用する場合, 男女に非対称性が生じる. 女性の場合, aji「おばあさん」, ani
「父母の姉妹」, atɕi「お姉さん」は単に, 相手の年齢に応じて使いわける. 一方, 男性の場
合には, akʰə「父の兄弟」は敬意のこもった表現であり, かなり高齢の人についても使うこ
とができる. abə「おじいさん」, awo「お兄さん」は相手の年齢に応じて用いる. 一方で, aʑaŋ
「母の兄弟」は転用しない.  
さらに, akʰə「父の兄弟」, ani「父母の姉妹」という名称は, チベット仏教の僧侶と尼につ
いて述べる場合にも用いる. すなわち, 僧侶について言及する場合にakʰəという名称を, 尼
について言及する場合にaniという名称を用いる. これらは言及語, 呼びかけ語ともに用い
る. 英語では, 修道士, 修道女にbrother, sisterを, ドイツ語では, Bruder「兄弟」, Schwester「姉
妹」(室井 2003: 105) という親族名称を用いる. アムド方言でも親族名称を用いる点でこれ
と似ているが, なぜ, akʰə「父の兄弟」, ani「父母の姉妹」を用いるのかはよくわからない.  
年下の者を呼ぶ場合には, 通常, 知り合いであれば, 名前または愛称で呼ぶことが多い. 





  本稿では, チベット語アムド方言の親族名称を網羅的に記述し, それぞれの語彙につい
て, (i) 言及語と呼びかけ語のどちらで用いるか, (ii) エゴの性別によって各名称が異なるか
否か, さらに, (iii) 親族名称を親族を指す場合だけでなく, 親族以外の人について述べるの




最後に, (i), (ii), (iii) の調査の結果をまとめる.  
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(i) 年上の者を表す親族名称は言及語, 呼びかけ語どちらにも用いることが多い. ただし, 
awa「父」, fəgen「兄」のみは言及語でしか用いない. awa「父」, fəgen「兄」はともに, ロ
チ・ジャンツォ氏の発話にのみみられた.  
逆に, 年下の者を表す親族名称は言及語のみで用いることが多い. ただし, ɕilə「息子」, 
ɕimo, womo「娘」, nama「嫁」のみは呼びかけ語としても用いることができる.  
その他, gepo, hohtɕi「夫」, gemo, wəȵe「妻」も言及語のみに用い, 呼びかけ語としては用
いない.  
 
(ii) アムド方言の親族名称の多くは, エゴ (EGO) が男性であっても女性であっても, 名称
が同じである. ただし, 妹, 弟を表す名称では, エゴ (EGO) の男女差によって名称が異な
る. 妹は, エゴ (EGO) が女性の場合はnəmo, エゴ (EGO) が男性の場合にはʂaŋmoと呼ぶ. 
弟は,  エゴ (EGO) が女性の場合はȵoŋwo, エゴ (EGO) が男性の場合にはnuと呼ぶ.  
 
(iii) 親族名称を, 親族以外の人について述べるのに用いる用法 (親族名称の転用) は, 年上
の者を指す親族名称に多くみられるが, 年下を指す場合に用いることもある.    
年上の者には, 女性であれば, aji「おばあさん」, ani「おばさん」(父母の姉妹), atɕi「お姉
さん」を年齢に応じて用いる. 男性であれば, abə「おじいさん」, awo「お兄さん」は相手の
年齢に応じて用いるが, akʰə「おじさん」(父の兄弟) は敬意のこもった表現であり, かなり
高齢の人について述べる場合にも使うことができる.  




附録 1 略号 (親族関係図中以外で用いたもの) 
 
-        接辞境界 ( - の前後いずれかが接辞である) 
=     接語境界 ( = の後が接語である) 
+    複合語内部の語境界, 自立語が重複した場合の境界 
GEN   属格 
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附録 2 アムド方言の子音音素と母音音素 
 
2.1 子音音素 
子音には38の音素を設定できる. 音素は表1のとおりである.  






歯茎 そり舌 歯茎硬 
口蓋 








b[ ɦb]  
 
t[ t]  
tʰ[ tʰ]  
d[ ɦd]  
 
ʈ [ ʈ ]  
ʈ ʰ[ ʈ ʰ]  
ɖ [ ɦɖ ]  
   
k[k]  
kʰ[kʰ]  







ts [ ts ]  
tsʰ[ tsʰ]  
dz[ ɦdz]  
  
tɕ [ tɕ ]  
tɕʰ[ tɕʰ]  
dʑ [ ɦdʑ ]  






f [ f ]  
 
ɬ[ ɬ] , s [ s]  
sʰ[ sʰ]  
z [ ɦz]  
 
ʂ [ʂ ]  
 
ɕ [ɕ ]  
 
ʑ [ ɦʑ ]  
 
ç [çχ ]  
  
x[χ ] /[χw]  
ʁ[ ɦʁ] / [ ɦʁw]  
 
h[h]  
鼻音 m[m]  n[n]   ȵ [ȵ ]   ŋ [ŋ]    
流音  l [ l ]  
r [ ə ɹ ]  
      




母音音素は, 以下の7音素を設定できる.  
 
/ i /  [ i]     /y/ [y]        /u/ [ɯβ]~[ɯu] 
/e / [ɛ]      /ə /  [ə ]   /o/ [o]  
/a/ [ʌ]   
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The topic of this paper is to describe the system of kinship terms in the Amdo dialect of 
Tibetan. The kinship terms in the Amdo dialect have not been dealt in full detail so far. Preceding 
studies described them only in part.  
This paper presents not only the whole system of the kinship terms, but also i) differences 
between terms of address and terms of reference, ii) a gender characteristic, and iii) usage of the 
kinship terms with people who are not relatives. 
